平成15年度　第1回　さろん部会　会議

＜議事録＞

· 開催日時　：　平成15年2月26日（木）18時30分～21時

· 会　　場　：　建築士会事務局　会議室
· 参加者　　：　飯田委員長・秋元・佐藤り・越野・大平事務員・荒尾事務員　※敬称略

· 書　　記　：　越野

· 議　　題　：　平成15年度発行「さろん」内容の検討

· 配布資料　：　「さろん」についての企画案（提案：越野）

ＭＬでの議論の中締め（記録：松山）

· 審議内容

1 現状確認（平成15年度「さろん」について）

· 従来の形式に囚われない、新しい編集形態とすること

· 内容に価値があること

· 一般会員にも読みやすい内容とすること

2 予算・発行部数について

· 平成15年度「さろん」発行予算：35万円

※どの過程までの金額か要確認（担当：荒尾事務員）

· 発行部数：3700部（平成14年度実績を参考）

3 構成

· 表紙に目次を入れる

· 看板となる特集をくむ

· 特集内容にCPD認定講座を設ける　＋　CPDの説明コーナー

· 支部・委員会・部会活動紹介コーナー

· コラム・情報コーナー

4 内容

· 特集：女性・青年委員会共催の「士会活動交流会」とし、セミナー内容をCPD認定講習とする。※特集原稿依頼の担当：越野　※ポイント可能か否か3月4日のCPD委員会へ打診

· 今回の支部活動紹介は、9支部のうち3支部に依頼。来年度は、2回発行すると考えて、今後3支部ごとに依頼していく。

· 委員会・部会活動紹介は、自由参加とする。

· コラムは、各支部・委員会より1名をランダムに指名して書いて頂く。今後シリーズ化していく。※リレー式などを検討

· 図説委員会から資料を出して頂く。シリーズ化する。

· 今回の行政最新情報は、飯田委員長より提供。

· 表紙をカラーにできないか検討。※予算による

5 原稿・編集方法

＜原稿＞

· 「現場の声」を盛り込むため、活動委員に原稿をお願いする。※支部長・委員長以外とするが、ケースバイケースとする。

· なるべく写真を入れてレイアウトする。※見開きで4枚程度

· 各原稿を「見開き2P単位」とする。※例外のある場合は随時調整

＜編集方法＞

· 原稿は、Word ・A4サイズで統一。※データにて提出して頂く。

· 表題以外は、自由に編集して良いこととする。※文章等の文字の大きさ規制有

· 編集は、製作者各人で行い提出して頂く。※表題の編集は情報広報委員会で行う。

· 原稿フォームは、荒尾事務員より発送予定

· 原稿が集まったら、情報広報委員会にて最終調整を行う。

6 ページ配分（案）

· 1P【表紙】
：表紙と目次を兼ねる

· POPなイメージで

· 内容がわかるようにする（目次機能）

· 「さろん」をローマ字などにするか検討
· イラスト検討
· 担当者：飯田委員長

· 2～3P

：CPDの説明と解説

· 内容を堅くせず、わかりやすい内容とする

· 何人加入しているのか等、現状のデータを盛り込む

· 一般会員へ加入を促すようにする
· 見開き2P
· CPD委員会へ依頼

· 4～7P

：CPD認定講座（CPDポイント：１）

· 士会活動交流会の特集としてセミナー内容を掲載

· 約4Pで構成予定

· ポイントバーコードに内容質問を載せる

· 女性・青年委員会へ依頼
· 8～11P

：士会活動交流会リポート

· 士会活動交流会の内容を掲載（全体のリポート等）

· 約4Pで構成予定

· 女性・青年委員会へ依頼
· 12～17P
：支部活動紹介（3支部）

· 1支部の割り当ては、見開き2Pとする

· 内容は、各支部に任せる

· 川崎・湘南・横須賀へ依頼

· 18～25P
：委員会・部会活動紹介

· 原則、自由参加とする

· なるべく原稿は2Pとする

· 今回は、8Pの構成予定（増減可）

· 26P

：行政最新情報

· シリーズ化する

· 今回の担当者：飯田委員長

· 27P

：図説委員会の資料

· シリーズ化する

· 図説委員会へ依頼

· 28～29P
：会員コラムコーナー

· 活動会員のコラムコーナーとする

· 内容は自由

· 4名程度で見開き2Pを割り当てる（1人A4半分）

· 今回の担当者：情報広報委員の中から指名

· 30P

：会長挨拶・事務局からのお知らせ

· 会長挨拶は、本年度からスタートした新体制についてのコメント等

· ２コーナーを1Pでまとめる

· 内容は自由

· 担当：事務局

· 31P

：編集後記・等

· 内容検討

· 担当：情報広報委員会

· 32P【裏表紙】
：※内容未決定

7 依頼方法・窓口

· 原則として各支部・委員会の原稿依頼・窓口は、各情報広報委員が行う。

· 情報広報委員長からの依頼文面は、各情報広報委員へ発送し、各情報広報委員は責任をもって支部・委員会で検討すること。

· 依頼している原稿は、各情報広報委員が依頼から提出まできちんと確認すること。

8 原稿締切日

平成16年3月24日（水）

· メールにて送信

· 建築士会事務局　荒尾事務員まで

9 編集会議

· 3月最終週（29・30・31日あたり）

· 対象：情報広報委員全員

· 飯田委員長より調整後連絡

10 その他

